




















































































































は せ が わ
谷川　久
ひさし
、内田　智仁、多田　博和、中西加寿也、齋藤　正仁
【背景・経緯】　当院は千葉県内８ヵ所の救命救急センターの一つとして、印旛医療圏
及び周辺地域の２次救急を含めた３次救急の受入要請に応需する方針の下、救命率の
向上に取り組んでいる。平成27年10月、当院の救急医療の効果測定を目的に、当院に
傷病者搬送実績を有する、県内外12消防局本部に対しアンケートを実施。集計結果か
ら確認された当院への要望や、課題の解決を図るために、平成28年4月、「救急患者受
入推進プロジェクト」を開始した。【方法等】1.「救急患者受入方針」を、常勤・非常
勤・救急応援医師に文書で周知した。2.傷病者に関する密な情報共有、院内待機時間
短縮を目指すため、救急隊専用の院内ＰＨＳを一時貸与するしくみを構築した。3.救
急隊専用直通電話（アンビュランスダイレクト）を整備し、救急隊からの当院入電時
間、現場離脱時間等の短縮に努めた。　【工夫点】　救急隊専用直通電話の導入に際し、
次の点を工夫した。1.成田市消防本部と協働、モニタリング実施（２週間試行）後、
本格稼動に備えた。2.千葉県の協力による周知活動を展開。県内全域からの救急受入
要請を想定し、県健康福祉部医療整備課長から、県内全消防長あて、周知文書発翰
と、千葉県のＷＥＢサイト「ちば救急医療ネット」への掲載が実現した。【結果・考察】　
平成28年度救急患者は、対前年度441人増加の22,777人。救急車利用の患者が7,286人
（対前年比107％増）となった。一方、平成28年度新入院患者は、対前年度754人増加
の14,327人。その内、救急入院患者は、対前年度375人増加の5,966人。新入院患者数
の41.6％を占めている。結果から、救急患者受入の環境整備等の取り組みが、一定の
効果を認め、新入院患者増加の牽引要因として、経営改善の付加価値となり得ると考
察する。
O-5-17　
夜間緊急入院用「救急ベッド」設置時の工夫と
効果
武蔵野赤十字病院　SCU/C-3
◯櫻
さくらい
井　美
み え
枝、梅野　直美
【はじめに】当院は、三次救急医療施設を有する地域中核病院であり、救急医療の強
化は当院の経営方針の重要な柱となっている。当院は、二次救急搬送患者の入院率が
30％前後と低く、入院率を増加することが課題となり、夜間の二次救急入院患者を安
全に受け入れることを目的に、自部署に「救急ベッド」を2床設置した。【実践方法】「救
急ベッド」とは、診療科を問わず、夜間の緊急入院患者を入院させる病床である。自
部署は、全室個室で全診療科の入院に対応できるという特徴を生かし、「救急ベッド」
を2床作ることが病院の方針で決まった。「救急ベッド」の運用に当たっては、自部署
でプロジェクトチームを立ち上げ部署内での運用を検討した。プロジェクトメンバー
は、看護係長、リーダーナース、夜勤専従看護師を加えた。ベッドの位置をはじめとし、
細かい運用はこれらのスタッフ主導で策定した。【結果・考察】「救急ベッド」の設置
という変化を、自部署では前向きにとらえることができた。その理由として、最初に
病院・病棟のビジョンを共有し、「救急ベッド」が自部署の強みを生かした役割である
とスタッフ一人一人が理解したことや、リーダーナース主導で運用を検討したことが
あげられる。入院を依頼する管理師長からも「スタッフが気持ちよく入院を受けてく
れる」「ナーステーション近くのベッドのため病状や認知機能に問題がある患者でも入
れやすい」との評価が得られた。全体の二次救急ベッドの入院は、平成26年度34.4％、
平成27年度33.2％、平成28年度33.6％と横ばいであったが、救急車受入れ台数が増え
ているためであり、入院の実績では、月平均の入院患者数が、平成26年度195名/月、
平成27年度199名/月、平成28年度238名/月と例年より40名/月増加しており、「救
急ベッド」設置の効果があったといえる。
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